
チェック項目 はい
どちら
ともい
えない

いいえ

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間と
なっていると思いますか。

5 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 5 1
3 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた支援が受けられていると思いますか。 6

4 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか。 6

5
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等
デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

6

6 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 6

7
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありまし
たか。（重要事項説明）

5 1

8
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができて
いると思いますか。

6

9 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 6
10 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 5 1

11
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい
るか。

5 1

12
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護
者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されていますか。

6

13 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 5 1

14
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

5 1

15 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 4 2

16
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されてい
ますか。

4 2

17
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われていると思いますか。

4 2

18
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等
について説明がされていると思いますか。

4 2

19 こどもは安心感をもって通所していますか。 5 1
20 こどもは通所を楽しみにしていますか。 3 3
21 事業所の支援に満足していますか。 5 1
22 ケイベースに通って良かったと感じることを教えてください 6
23 好きなプログラム、増やしてほしい活動があればご意見ください 5 1

事業所名:放課後等デイサービス　ケイベース高田キャンパス
公表日:　2025年4月15日

対象人数（保護者）
13人　回答者数 6人

回収 46.2%

保護者等向け 放課後等デイサービス評価表

環境・体制整備

適切な支援の提供

保護者への説明等

非常時等の対応

満足度

保護者からのコメント

【20】保護者からは適切なタイミング適切な言葉を使ってわかりやすく子どもと会話してくれるところ様々な体験ができる
こと。公文で学習の際の姿勢が安定するようになった。相談がしやすいので親にとっても安心感がもてる。いつも楽しんで
いる。こどもの事の特性をよく見てくれていると感じる事。
【23】臨床美術楽しみです。野外での活動、工作はいつも子供が楽しみにしてます。

ケイベースに通って良かったという満足度があり、日々の指導のやる気につながります。
どちらともいえないという意見がいくつかあり、保護者への共有が不十分な点があったのではないか?と考えています。よ
りわかりやすく（情報量が多くなりすぎない様）コミュニケーションをとりながら支援を進めて行けたらと思います。コメ
ントにありました。野外活動、工作、食育、いけばな　を積極的に課題活動のテーマに入れていけるようにしていきます。

第三者評価結果に対する事
業所からのコメント



チェック項目 はい いいえ
わから
ない

環境・体制整備 1 職員の配置数は適切であると思いますか。 11 1
2 生活空間は、こどもにわかりやすく安全に活動ができる環境になっていると思いますか。 12

3
活動の空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動
に合わせた空間となっていると思いますか。

12

適切な支援の提供 4
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思い
ますか。

9 3

5 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか。 12

6
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童発達
支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

11 1

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 11 1
8 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 12

保護者への説明等 9
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明（重要事項
説明）がありましたか。

12

10 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 11 1
11 事業所では、家族等も参加できるイベントなどの機会がありますか 10 1 1

12
日頃からこどもの状況を伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思
いますか。

10 2

13 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 10 2

14
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい
るか。

8 2 2

15 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 11 1

16
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

9 3

17 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 10 1 1

非常時等の対応 18
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われていると思いますか。（避難訓練やアレルギー対応など）

8 4

19
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等
について説明がされていると思いますか。

9 3

満足度 20 こどもは安心感をもって通所していますか。 11 1
21 こどもは通所を楽しみにしていますか。 9 3
22 事業所の支援に満足していますか。 10 2
23 ケイベースに通所して良かったと感じる事を教えてください 12

保護者からのコメント

【12】玄関口でのフィードバックだと、後ろにお迎え待ち列ができたりしっかり話せる機会は少ないと感じる。
【17】玄関口に個人名のファイルがずらっと置かれているが、個別の資料はスタッフから直接渡してもらいたい。
【18】避難訓練をしているのかわからない。【22】子供への支援は満足している。対保護者の事務手続きや情報共有の遅れにはやや
不安がある。送迎の基準が毎年変わるのも厳しい。
ケイベースさんに通い出してから、保育園でも発達の成⾧が見られるとの報告を受けてます。自宅でも言葉が増えました。
【23】気持ちの表現が少しずつできるようになった
通所後はいつも子どもの機嫌が良く、自己肯定感を育んでもらっていると感じる
幼稚園や家でもやらないことを体験・経験できるのが良い。
本人に無理なく進められていると思います。

第三者評価結果に対する事
業所からのコメント

プログラムが楽しい、保育園でも発達の成⾧が見られるという報告をうけたという意見がいくつかあり、支援に対する満足
度が高かったり、子供と保護者の居場所ができたことがよかったという保護者の意見があり、嬉しく思います。
また、玄関口でのフィードバックだとしっかり話ずらいという意見を頂き、混雑時には指導員が玄関以外のスペースを確保
するなどの配慮を行うようすぐに改善を致しました。また個別支援計画面談やお手紙の配布、避難訓練実施結果の共有など
保護者への共有が不十分な点あり、放課後デイサービス同様、よりわかりやすく（情報量が多くなりすぎない様）コミュニ
ケーションをとりながら支援を進めて行けたらと思います。保護者会も年に１回開催していますので、是非ご参加をお願い
いたします。

事業所名:児童発達支援　ケイベース高田キャンパス
公表日:　2025年4月15日

対象人数（保護者）
24人　回答者数 12人

回収 50%

保護者等向け 児童発達支援評価表



チェック項目 はい
どちら
ともい
えない

いいえ

1 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 6 1
2 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 6 1

3
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、保育所等
訪問支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

7

4 保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われていると思いますか。 6 1

5
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。（重要事項
説明）

6 1

6
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、課題について共通理解ができていると思います
か。

5 2

7 訪問後に記録を通じた保護者へのフィードバックはできていますか 6 1
8 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 6 1

9
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行われていると思います
か。

6 1

10 保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされていると思いますか。 6 1
11 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 6 1
12 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 5 2
13 事業所の訪問支援に満足していますか。 6 1

第三者評価結果に対する事
業所からのコメント

今年度からスタートした保育所等訪問支援の中で日程調整に時間がかかったりと保護者や関係各所にご迷惑をおかけしたこ
とと存じます。評価結果で必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、課題について共通理解ができていると思います
か。という質問に対してどちらともいえない　という評価に対しては真摯に向き合い訪問支援方法やフィードバックに対し
て書面のやり取りだけではなく、直接面談も入れながら進めていけたら良いと考えています。

保護者への説明等

満足度

事業所名:保育所等訪問支援　ケイベース高田キャンパス
公表日:　2025年4月15日

対象人数（保護者）
17人　回答者数 7人

回収 41.2%

保護者からのコメント なし

保護者等向け 保育所等訪問支援評価表

環境・体制整備

適切な支援の提供



チェック項目 はい いいえ
わから
ない

1 職員の配置数は適切であると思いますか。 2 1
2 生活空間は、こどもにわかりやすく安全に活動ができる環境になっていると思いますか。 3

3
活動の空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動
に合わせた空間となっていると思いますか。

3

4
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思い
ますか。

3

5 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか。 3

6
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童発達
支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

3

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 3
8 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 3

9
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明（重要事項
説明）がありましたか。

3

10 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 3
11 事業所では、家族等も参加できるイベントなどの機会がありますか 2 1

12
日頃からこどもの状況を伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思
いますか。

3

13 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 3

14
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい
るか。

3

15 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 3

16
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

3

17 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 3

18
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われていると思いますか。（避難訓練やアレルギー対応など）

2 1

19
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等
について説明がされていると思いますか。

3

20 こどもは安心感をもって通所していますか。 3
21 こどもは通所を楽しみにしていますか。 3
22 事業所の支援に満足していますか。 3
23 ケイベースに通所して良かったと感じる事を教えてください 3

満足度

保護者からのコメント

少しずつではありますが、好きな先生が出来てコミュニケーションを取れるものが出来て安心しているように感じます。
変化が見え始めた来ました。時たま渋ることがありますが、基本的には楽しみにしてるとおもいます。
まずは、御社（ケイベース）の事を『白いお家!』で理解しております。徐々にケイベースと理解していってくれると嬉しいと思って
います。最初、３時間フルで利用したとき反動なのか行き渋りが強くでました。相談した際に保護者と一緒でも1時間でも良いので少
しずつ慣らして行きましょうと言ってくださり感謝しています。
先日、初めて保育園のお部屋の前で『おはようございます!』と挨拶ができるようになりました。いつもは、『こんにちは～』と大声
だけだったりふざけてしまうことが多かったのですが違う面も見ることができました。私が『走らないよ!』等、前もって予告しなが
ら寄り添うと指示を受け取ってくれるようになります進化が見えてきました。

第三者評価結果に対する事
業所からのコメント

11月からスタートした日吉キャンパス多く過ごした子でも4か月目。にも関わらずお子様の変化や成⾧をコメントでいれて
くれる保護者が多く非常に嬉しく思います。初めは15分しか歩けない子供たちが日に日に成⾧をして療育参観では45分歩
いて帰ってきている姿に本当に歩いて帰ってきている!と保護者の方々が嬉しそうお子様の成⾧を見られている姿に職員達
も励まされました。また少しずつ新しい児童も増えて賑やかになりそうです。施設としては支援の組み立て方や指導方法に
ついて学ぶ研修に積極的に参加しておりますので、また一年指導員の成⾧も楽しみにしていただけると幸いです。

対象人数（保護者）7
人　回答者数 3人　回

収 42.9%事業所名:児童発達支援　ケイベース日吉キャンパス
公表日:　2025年4月15日

保護者等向け 児童発達支援評価表

環境・体制整備

適切な支援の提供

保護者への説明等

非常時等の対応



チェック項目 はい
どちら
ともい
えない

いいえ

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間と
なっていると思いますか。

2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 2
3 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた支援が受けられていると思いますか。 2

4 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか。 2

5
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等
デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

2

6 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 2

7
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありまし
たか。（重要事項説明）

2

8
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができて
いると思いますか。

2

9 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 2
10 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 2

11
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい
るか。

1 1

12
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護
者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されていますか。

2

13 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 2

14
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

2

15 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 2

16
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されてい
ますか。

2

17
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われていると思いますか。

2

18
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等
について説明がされていると思いますか。

2

19 こどもは安心感をもって通所していますか。 2
20 こどもは通所を楽しみにしていますか。 2
21 事業所の支援に満足していますか。 2
22 ケイベースに通って良かったと感じることを教えてください 2
23 好きなプログラム、増やしてほしい活動があればご意見ください 2

静かな環境なので、本人も落ち着いていられる。
生花や調理など様々な体験で新しいことを学べ本人がとても楽しそうです。また家庭での会話のきっかけにもなりとてもありがたいで
す。散歩が心が落ち着いて好きなようです。

第三者評価結果に対する事
業所からのコメント

お子様が楽しく、静かな環境で落ちついて活動を過ごせていることや、活動プログラム（いけばな、食育等）の満足度が高
い結果になったことがよかったです。日吉キャンパスは駅からの通所には遠く不便な場所にありますが、支援の環境に適し
た場所だと感じ開設したので、そのような評価がありとても嬉しく思います。今年度は小学生の子供も増えるので、運動系
のプログラムも積極的に活動内容に入れていきたいと感じています。

対象人数（保護者）4
人　回答者数 2人　回

収 50%
公表日:　2025年4月15日
事業所名:放課後等デイサービス　ケイベース日吉キャンパス

保護者等向け 放課後等デイサービス評価表

環境・体制整備

適切な支援の提供

保護者への説明等

非常時等の対応

満足度

保護者からのコメント



（別紙１）

チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 3 2

利用定員と支援室のスペースは法令順守はしているが、もっと広け
れば活動の幅が広がるという意見があった。家具など余計なものを
なるべくおかず死角をなくしながらスペースの有効活用をしていけ
るようにしていきたい。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。 2 3

日や時間によって足りないことがある（送迎に出て人がいない・有
給休暇中のスタッフがいる日など）来年度は＋１名常勤スタッフを
増やす体制を整えていきたい。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

4 1 一軒家なので、階段が急 しっかり付き添い、転倒の予防をしてい
る。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 4 1

掃除は毎日行うようにしている。子どもに合わせた活動空間として
は身体をつかった活動時に狭さを感じる場面もあるが、活動内容工
夫していけるようにしたい

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。 2 3

和室（静養室）にて個別対応可能だが、そういった機会はあまりな
い（小集団で活動することを療育として行っている為パーテーショ
ンを有効活用

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。 2 3

モニタリングの為の会議を開催しているが、時間が十分ではないの
と、当日シフトに入っていないスタッフもいるため、広く職員が参
画は出来ていない状況。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。 2 2 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行って

いる。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。  5 0 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行って

いる。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。 4 1 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行って

いる。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。 5 0 年に複数回 研修の機会を設けている。（制度の理解・OJT座学・実

践研修・指導研修等）

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 5 0 公表されている

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。

5 0 作成できている。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 0 検討会議で検討できている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。  3 3 共有の時間が足りないといういう意見があったので、職員会議の機

会を増やし、共有ができるよう徹底していきたい。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

5 0 フォーマルアセスメントは保護者から共有頂き、インフォーマルア
セスメントは都度行っており、会議時に共有できる状態にしている

○ 本評価表は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所に従事する従業者の方に、事業所の自己評価していただくものです。
「はい」又は「いいえ」のどちらかに〇を記入するとともに、従業者の視点で、「事業所が工夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などについて記入してくだ
さい。

環
境
・
体
制
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備

業
務
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児童発達支援評価表従業者向け



16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。

5 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 4 1 チームではなく、担当制にしており、それを月一回会議ですり合わ
せし、決定している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5 0
担当制の為、年間を通じて固定化せず、どのプログラムが子どもた
ちがすすんで取り組めたか?を確認しながら幅のある支援を目指し
ている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 4 1

小集団での活動を主にしているため、個々の支援計画と活動計画に
乖離があるプログラムもあるが、机上学習時にフォローするなどで
対応している

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

5 0 朝礼を行い、確認している

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 5 退勤時間が異なるため、打ち合わせは朝礼時にあり。支援時の出来

事はメモで残すように徹底している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。 5 0 記録を取り、管理者が確認し支援の検証を行っている

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。 5 0 モニタリング時に担当者会議を行い、見直しや継続の確認を行って

いる

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 5 0 児童発達支援管理責任者と指導員が必要に応じて対応をしている。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 5 0 整えているが、そういった機会は多くない。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

5 0 必要に応じて情報の共有を行っている。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 2 3 児童発達支援管理責任者が必要に応じて行っているが、保護者が希

望しない場合もあるので、適時行っている状況

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。 0 5

幼稚園等が終えた後に通所する児童が多く、交流は行えていない。
地域の交流カフェに課外活動で行った事はあるが、子どもはいな
かった。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。 5 0 直接お会いしてお話しする機会をなるべく設けている

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。

2 2
年に一回程度 勉強会を開催している。保護者同士の交流も兼ね
て、クリスマス会や懇談会も開催しているが研修という大きな枠組
みではまだ出来ていない。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。 5 0 契約時に書面を確認しながら行っている。

適
切
な
支
援
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供
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関
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31 0 5 地域の児童発達支援センターがなく、連携が取れていない為、問い
合わせをしてみる事とした。



36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。

5 0 計画書作成時に保護者面談を行い、家族のおもいと本人の希望を確
認した上での作成をしている。更新時も同様

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。 5 0 計画書ができた時点で保護者へ共有を行い、修正点がないか?確認

の上、同意を得ている

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 5 0 必要に応じて対応ができる様、連絡ツールを活用してもらっている

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

3 2
保護者会、懇談会等で、交流の機会を設けているが近年、参加人数
が多く、施設内だと一斉には困難なので、会場を借りるなどして工
夫が必要。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

5 0 都度対応している。対応体制として週２日約１０時間程度は相談が
できる枠を設けている

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

5 0 SNSやHPで最新の状況や活動状況の発信を行っている。連絡につい
ては個人情報の兼ね合いから 連絡アプリの活用をしている。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 0 留意している

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。 5 0 十分配慮している。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。 0 5

モンテッソーリ体験会や、性教育講座は開催出来ているが、事業所
としての行事はスペースの問題で開催できていない 通所を知られ
たくない保護者もいる為、開催を計画をすることは今のところ考え
ていない

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

5 0 年に複数回 研修を行っている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 5 0 行っている

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。 5 0

共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り、閲覧後はサイ
ンをし、回覧できる体制を整えているが、今のところ対象とする児
童は多くいない

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。 5 0 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り所定の場所に掲

示している

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 3 0

安全計画上での必要な研修、訓練を行っているが、指導員に十分に
周知できていない状況。これは安全計画に記載されている訓練とい
う認識ではなく、単純に伝言ダイヤル訓練、消火器点検と思ってし
まっている

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 3 0

安全計画上での必要な研修、訓練を行っているが十分に周知できて
いない状況。これは安全計画に記載されている訓練という認識では
なく、単純に伝言ダイヤル訓練、消火器点検と思ってしまっている

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。 5 0 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り出勤時に閲覧で

きる所定の場所に保管している

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。 3 0 マニュアルの確認、チェックリストなどで防止対応を行っている

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。

3 0 身体拘束適正化についての指針を策定しており、全職員に周知をさ
らに徹底することとした。
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（別紙1）

チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 2 3
利用定員と支援室のスペースは法令順守しているが、もっと広ければ活動の幅が
広がるという意見があった。家具など余計なものをなるべくおかず死角をなくし
ながらスペースの有効活用をしていけるようにしていきたい。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。 2 3

日や時間によって足りないことがある（送迎に出て人がいない・有給休暇中のス
タッフがいる日など）来年度は＋１名常勤スタッフを増やす体制を整えていきた
い。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 0 一軒家なので、階段が急 しっかり付き添い、転倒の予防をしている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 4 1

掃除は毎日行うようにしている。子どもに合わせた活動空間としては身体をつ
かった活動時に狭さを感じる場面もあるが、活動内容工夫していけるようにした
い.パーテーションを有効活用して個別の対応もしていきたい

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認め
られる環境になっているか。  2 3 和室（静養室）にて個別対応可能だが、そういった機会はあまりない（小集団で

活動することを療育として行っている為パーテーションを有効活用

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。 4 1 モニタリングの為の会議を開催しているが、時間が十分ではないのと、当日シフ

トに入っていないスタッフもいるため、広く職員が参画は出来ていない状況。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。 3 2 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行っている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか。 5 0 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行っている。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。 4 1 年に１度 評価・結果表をHPに公表し、紙で職員への周知を行っている。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等
で研修を開催する機会が確保されているか。 5 0 年に複数回 研修の機会を設けている。（制度の理解・OJT座学・実践研修・指

導研修等）

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  5 0 公表されている

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービ
ス計画を作成しているか。

5 0 作成できている。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理
責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下
で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 0 検討会議で検討できている。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支
援が行われているか 。 4 1 共有の時間が足りないといういう意見があったので、職員会議の機会を増やし、

共有ができるよう徹底していきたい。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォー
マルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使用する等により確認しているか。

5 0 フォーマルアセスメントは保護者から共有頂き、インフォーマルアセスメントは
都度行っており、会議時に共有できる状態にしている

○ 本評価表は、放課後等デイサービスに従事する従業者の方に、事業所の自己評価していただくものです。
「はい」又は「いいえ」のどちらかに〇を記入するとともに、従業者の視点で、「事業所が工夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などについて記入してくだ
さい。
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラ
インの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支
援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」
のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項
目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されて
いるか。

5 0 個別支援計画書内に記載説明を行っています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5 0 チームではなく、担当制にしており、それを月一回会議ですり合わせし、決定し
ている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5 0 担当制の為、年間を通じて固定化せず、どのプログラムが子どもたちがすすんで
取り組めたか?を確認しながら幅のある支援を目指している。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて
放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 5 0 小集団での活動を主にしているため、個々の支援計画と活動計画に乖離があるプ

ログラムもあるが、机上学習時にフォローするなどで対応している

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っ
ているか。

5 0 朝礼を行い、確認している

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支
援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 0 5 退勤時間が異なるため、打ち合わせは朝礼時にあり。支援時の出来事はメモで残

すように徹底している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善
につなげているか。 5 0 記録を取り、管理者が確認し支援の検証を行っている

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直
しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 5 0 モニタリング時に担当者会議を行い、見直しや継続の確認を行っている

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数
組み合わせて支援を行っているか。 5 0 活動計画を立てて行っている

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己
決定をする力を育てるための支援を行っているか。 5 0 整えているが、そういった機会は多くない。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 5 0 必要に応じて情報の共有を行っている。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている
か。

3 2 児童発達支援管理責任者が必要に応じて行っているが、保護者が希望しない場合
もあるので、適時行っている状況

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校
時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っているか。

5 行っている

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達
支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 5 努めている

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業
所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等
しているか。

3 まだ年齢的にそういった事例はないが、今後は情報共有を必要に応じておこなっ
ていくつもりである

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて
スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 5 地域の児童発達支援センターがなく、連携が取れていない為、問い合わせをして

みる事とした。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動
する機会があるか。 5

児童館が近隣になく、地域の交流カフェに課外活動で行った事はあるが、子ども
はいなかった。地域の子どもとは隣の公園で遊ぶ程度になっている。子どもに
よってはこだわりが強く交流という場にはなっていない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 5 参加できていない
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34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。 5 直接お会いしてお話しする機会をなるべく設けている

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を行っているか。 

3 2 年に一回程度 勉強会を開催している。保護者同士の交流も兼ねて、クリスマス
会や懇談会も開催しているが研修という大きな枠組みではまだ出来ていない。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。 5 契約時に書面を確認しながら行っている。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の
意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、
こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

5 計画書作成時に保護者面談を行い、家族のおもいと本人の希望を確認した上での
作成をしている。更新時も同様

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 5 計画書ができた時点で保護者へ共有を行い、修正点がないか?確認の上、同意を

得ている

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や
必要な助言と支援を行っているか。 5 必要に応じて対応ができる様、連絡ツールを活用してもらっている

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。
また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしてい
るか。

4 1 保護者会、懇談会等で、交流の機会を設けているが近年、参加人数が多く、施設
内だと一斉には困難なので、会場を借りるなどして工夫が必要。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとと
もに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応しているか。

5 都度対応している。対応体制として週２日約１０時間程度は相談ができる枠を設
けている

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者
に対して発信しているか。

5 SNSやHPで最新の状況や活動状況の発信を行っている。連絡については個人情
報の兼ね合いから 連絡アプリの活用をしている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 留意している

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。 5 十分配慮している。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか。 5

モンテッソーリ体験会や、性教育講座は開催出来ているが、事業所としての行事
はスペースの問題で開催できていない 通所を知られたくない保護者もいる為、
開催を計画をすることは今のところ考えていない

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施しているか。

5 年に複数回 研修を行っている。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 5 行っている

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認
しているか。 5 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り、閲覧後はサインをし、回覧

できる体制を整えているが、今のところ対象とする児童は多くいない

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対
応がされているか。 5 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り所定の場所に掲示している

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われている
か。

5
安全計画上での必要な研修、訓練を行っているが、指導員に十分に周知できてい
ない状況。これは安全計画に記載されている訓練という認識ではなく、単純に伝
言ダイヤル訓練、消火器点検と思ってしまっている

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安
全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 3 2

安全計画上での必要な研修、訓練を行っているが十分に周知できていない状況。
これは安全計画に記載されている訓練という認識ではなく、単純に伝言ダイヤル
訓練、消火器点検と思ってしまっている

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につい
て検討をしているか。 5 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り出勤時に閲覧できる所定の場

所に保管している
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53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。 2 3 マニュアルの確認、チェックリストなどで防止対応を行っている

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。

2 3 身体拘束適正化についての指針を策定しており、全職員に周知をさらに徹底する
こととした。



（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取
り入れやすいものですか。

〇
引き渡しの際に本児についての様子
等を説明してくださっていてわかり
やすいです。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています
か。

〇
支援員の方とお子さんの関りを引き
渡し以外で見ることがなく「どち
らっともいえない」にしました

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい
ますか。

〇 凄く話しやすく、適切に伝えてくれ
たいます

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消
または軽減されましたか。

〇 まだ本児にそこまで大きな課題がみ
えない

5 事業所からの支援に満足していますか。 〇 いつも温かく見守ってくださってい
ると感じます。

ケイベースがある日は、とても楽しそうに一日をすごしています。
それだけ本児にとって落ち着ける、いい場所になっているんだと漢字、施設での指導員さんの関

り等もしっかりされているのかなと思います。

保育所等訪問支援の評価と児童発達支援の評価が混在している回答結果となってはいるが、総
評して、訪問先とのコミュニケーションはとれていると感じている。ただし、訪問先での本児
の課題や困りごとに対して、直接的な支援まではできていない（本児は非常に情緒が安定して
いる）ことは、課題と感じるし、引き続き訪問支援を行うことで、今後の就学や就労に向けた

準備もできるのではないか?と考えている。

ケイベース高田キャンパス

　　２０２５　　　年　１０　　月　２７　　日

　　　　２０２５　年　１０　　月　　２２　日　　　回収数

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙１）

チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 訪問支援に使用する教具教材は適切であるか。 5 教材を用いた支援は行っていない

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 5

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。 5 支援会議や指導準備のための時間を週２日約１０時間程度設けてい

る

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。 5 職員会議にて　意見と今後の改善方法について話し合いが行われて

いる

5
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか 。 5 職員会議にて　意見と今後の改善方法について話し合いが行われて

いる

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。 5 職員会議にて　意見と今後の改善方法について話し合いが行われて

いる

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。 5

外部研修・内部研修を行い、支援の質の向上を図っている。研修後
にどの様なことが今後の指導に向けて活かせそうか?カリキュラム
の組み立てに盛り込めるかの話し合いも行っている

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を
作成しているか。

5 訪問支援担当者、保護者、児童発達管理責任者を中心に行ってい
る。

9
保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者
だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。

4 1
支援会議を行っているが、シフト的に全員が揃わない事もあるの
で、そういった場合は回覧できるよう、資料に残して共有を行って
いる

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と
連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。 5

支援計画書作成に対しての訪問先施設の連携は現状行っていない
が、訪問にいった際に担任の先生から対象児童の様子等を聞き、支
援会議内で共有するようにしている。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行
われているか 。 3 2 支援計画書を訪問時までに確認し、計画に沿った支援が行えるよ

う、徹底していく

12
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、行動観察なども含むインフォーマルなアセス
メントを使用する等により確認しているか。

5
フォーマルアセスメントについては、保護者より検査結果の共有を
してもらうこととしている。インフォーマルアセスメントについて
は、本児の活動記録、行動観察シート等で確認している

13
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保
育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的
な支援内容が設定されているか。

2 3 再度支援の質の向上に向けて　ガイドラインの参照を支援員全員で
行い、ケイベースとして行える支援の方法について検討を行った。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行
われているか。 3 2 支援計画書を訪問時までに確認し、計画に沿った支援が行えるよ

う、徹底していく

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

5 0 毎日の朝礼時に支援内容の確認・役割分担を行い連携が取れている

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 5 0 訪問終了時に本児の様子や課題について共有を行い、通所支援に生

かせる様工夫をしている

○ 本評価表は、保育所等訪問支援事業所に従事する従業者の方に、事業所の自己評価していただくものです。
○「はい」又は「いいえ」のどちらかに〇を記入するとともに、従業者の視点で、「事業所が工夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などについて記入してく
ださい。
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保育所等訪問支援評価表従業者向け



17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し
て支援を行っているか。 5 0

実施前に訪問先へご挨拶に伺い、訪問支援のガイドラインの説明と
ともに、訪問先の支援手法が尊重できるよう、ヒアリングを行って
いる

18
毎回の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。 5 0 訪問後、記録を残し、保護者も閲覧できるようにしている

19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育
所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ
ているか。

2 2
最低６ヶ月に１回モニタリングを行っているが、一部の職員のみで
対応している状況　適切な支援の見直しについては、サービス担当
者会議にて行っていく。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 2 2

参画している状況。いいえを記入したスタッフはまだ関係機関との
会議の開催機会がない状況。今後も必要に応じて参画していく予
定。

21
地域の保健、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を
行う体制を整えているか。 2 2

主に児童発達支援管理責任者が窓口となって連携を行っている為、
指導員は連携内容を児童発達支援管理責任者より指示を受けている
状況

22
就園・就学時の移行の際には、保育所等や学校との間で、支援内容
等の情報共有と相互理解を図っているか。 2 2

主に児童発達支援管理責任者が窓口となって連携を行っている。児
童発達支援管理責任者は、サービス担当者会議で指導員と情報交換
を行っている

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。 5 0 年に複数回様々な研修に参加している。指導員が自ら学びたい外部

研修に参加して、その費用を事業所が負担するなども行っている。

24
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。 5 そういった機会がない状況

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。 5

都度支援終了後は保護者に直接フィードバック時間を通して情報共
有する機会を設けている為、時間的に余裕のない保護者以外は面談
時以外にも対応が出来ている。時間に余裕ない方は面談の機会を設
けている

26
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。

2 2 年に一回程度　勉強会を開催している。保護者同士の交流も兼ね
て、クリスマス会や懇談会も開催している。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 5 契約時に書面を確認しながら、説明を行っている

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に
説明を行っているか。 5

実施前に訪問先へご挨拶に伺い、訪問支援のガイドラインの説明と
同士のような形で訪問を行っていくかをお伝えし、ご了承いただい
た上で訪問を行っている

29
保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の
尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。

2 2 計画書作成時に保護者面談を行い、家族のおもいと本人の希望を確
認した上での作成をしている。更新時も同様

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保
護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。 5 説明後、同意のサインを頂いている

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 3 1 保護者から相談があった際には都度対応している。何も相談がない

と６ヶ月に一度の面談になっている。

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

5
保護者会、懇談会等で、交流の機会を設けているが近年、参加人数
が多く、施設内だと一斉には困難なので、会場を借りるなどして工
夫が必要。

33
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

5 都度対応している。対応体制として週２日約１０時間程度は相談が
できる枠を設けている。

34
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し
ているか。

5 SNSやHPで最新の状況や活動状況の発信を行っている。連絡につい
ては個人情報の兼ね合いから　連絡アプリの活用をしている。
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35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 十分留意している。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。 5 十分配慮している。

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、
必要な助言や支援を行っているか。 2 3 訪問先によって相談等がない場合もあるので、相談されるように密

な関係を築いていきたいと考えている。

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ
ているか。 5

必要に応じて行っている。学校の場合は休み時間や放課後の時間を
利用する為、必要最低限になってしまっているが、保育園等は訪問
後に面談の時間を設けて頂けることが多い。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を
行っているか。 5 行っている。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 十分留意している。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門
的な助言を行っているか。 5 行っている。

42
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

5 年に複数回　研修を行っている。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 2 2

安全計画上での必要な研修、訓練を行っているが、指導員に十分に
周知できていない状況。これは安全計画に記載されている訓練とい
う認識ではなく、単純に伝言ダイヤル訓練、消火器点検と思ってし
まっている。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。 5 共有がスムーズにいくように、確認サイン欄を作り、閲覧後はサイ

ンをし、回覧・再発防止の認識を高める努力をしている。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。 2 2

年に１度の研修の為、タイミングが合わず、マニュアルの閲覧のみ
になってしまっている指導員がいるので、研修に参加できなかった
スタッフへのフォローも実施していけるよう徹底をする

46
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。

2 2 指針の作成を行い、周知を行っている
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